
今
様
起
源
譚
の
展
開

今
様
起
源
譚
の
展
開

中
世
聖
徳
太
子
伝
か
ら

　
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
（
以
下
『
口
伝
集
』
と
略
す
）
巻
一
断
簡
に
は
、
次
の

よ
う
な
今
様
起
源
譚
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
用
明
天
皇
の
御
時
、
難
波
の
宿
館
に
、
土
師
の
連
と
い
ふ
も
の
あ
り
き
。

　
　
声
妙
な
る
歌
の
上
手
に
て
あ
り
け
る
。
夜
、
家
に
て
歌
を
う
た
ひ
け
る
に
、

　
　
屋
の
上
に
、
付
け
て
う
た
ふ
も
の
あ
り
・
。
あ
や
し
み
て
う
た
ひ
止
め
ば
、

　
　
音
も
せ
ず
。
ま
た
う
た
へ
ば
、
ま
た
付
け
て
う
た
ふ
に
、
驚
き
て
出
で
て

見
る
に
逃
ぐ
る
も
の
あ
り
。
追
ひ
て
行
き
て
み
け
れ
ば
、
住

り
出
で
て
、
水
に
入
り
て
失
せ
に
け
り
。
こ
れ
は
螢
惑
星
の

ヽ　　士

口
の
浦
に
走

　
こ
の
歌
を

愛
で
て
、
化
し
て
お
は
し
け
る
と
な
ん
、
聖
徳
太
子
の
伝
に
見
え
た
り
。

今
様
と
申
す
こ
と
の
お
こ
り
（
以
下
原
本
な
レ
）

　
こ
れ
は
本
文
中
に
そ
の
名
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
（
以
下

『
伝
暦
』
と
略
す
）
に
見
え
る
次
の
記
事
が
典
拠
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
敏
達
天
皇
九
年
夏
六
月
。
有
人
奏
曰
。
有
土
師
連
八
嶋
。
唱
歌
絶
世
。
夜

三
六

植
　
　
木
　
　
朝
　
　
子

有
人
来
相
争
歌
。
音
声
非
常
。
八
嶋
異
之
。
追
尋
至
住
吉
浜
。
天
暁
入
海

者
。
太
子
侍
側
。
奏
曰
。
是
螢
惑
星
也
。
天
皇
大
驚
問
之
。
何
言
。
太
子

奏
曰
。
天
有
五
星
。
主
五
行
。
象
五
色
。
歳
星
色
青
。
主
東
木
。
螢
惑
星

赤
。
主
南
火
。
此
星
降
化
為
人
遊
童
子
間
。
好
作
謡
歌
。
歌
未
然
事
。
蓋

是
星
欺
。
天
皇
太
札
。

　
両
者
を
比
較
す
る
と
、
土
師
連
（
八
嶋
）
と
い
う
歌
の
名
手
の
身
に
起
こ
っ

た
怪
異
現
象
に
対
し
て
、
聖
徳
太
子
の
み
せ
た
能
力
を
賞
賛
す
る
こ
と
に
重
点

が
あ
り
、
螢
惑
星
（
火
星
）
の
精
の
出
現
が
何
か
事
の
起
こ
る
予
兆
で
あ
る
と

太
子
が
見
破
っ
た
こ
と
を
こ
そ
述
べ
る
『
伝
暦
』
に
対
し
、
『
口
伝
集
』
は
、

今
様
の
起
こ
り
・
を
土
師
連
に
求
め
、
螢
惑
星
の
精
が
出
現
し
た
の
は
、
歌
を
愛

で
た
た
め
だ
と
し
て
、
こ
の
世
な
ら
ざ
る
も
の
を
つ
き
動
か
す
今
様
の
力
を
強

調
し
て
お
り
、
聖
徳
太
子
の
名
を
あ
わ
せ
て
出
す
こ
と
で
今
様
を
権
威
づ
け
よ

う
と
す
る
意
図
が
明
確
で
あ
る
。



　
『
口
伝
集
』
が
聖
徳
太
子
の
時
代
を
も
っ
て
今
様
の
起
こ
り
と
す
る
の
は
、

歌
謡
史
上
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
が
、
中
世
の
聖
徳
太
子
伝
に
お
い
て
は
、
こ

の
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
土
師
連
（
八
嶋
）
を
今
様
の
祖
と
す
る
記
述
が
現

れ
る
。
さ
ら
に
は
、
土
師
連
（
八
嶋
）
と
螢
惑
星
の
精
と
が
歌
っ
た
今
様
の
詞

章
ま
で
も
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
論
で
は
、
中
世
聖
徳
太
子
伝
の
記
述

か
ら
、
『
口
伝
集
』
巻
▽
に
見
え
る
今
様
起
源
譚
の
享
受
と
展
開
の
様
相
を
眺

め
て
み
た
い
。
各
太
子
伝
の
記
述
に
は
細
か
な
相
違
が
存
す
る
が
、
以
下
四
つ

の
側
面
か
ら
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
な
お
、
本
論
で
参
照
し
た
太
子
伝
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
以
下
、
諸
本
は
番

号
で
記
す
こ
と
と
す
る
。

　
　
①
鶴
林
寺
本
『
太
子
伝
』

　
　
　
　
（
伊
藤
正
義
監
修
『
古
典
研
究
資
料
集
　
磯
馴
帖
　
村
雨
篇
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
泉
書
院
　
二
〇
〇
二
年
）

　
　
②
万
徳
寺
本
『
聖
徳
太
子
伝
』

　
　
　
　
（
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
　
第
五
巻
　
宝
物
集
・
拾
遺
抄
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
徳
寺
本
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
〇
五
年
）

　
　
③
神
宮
文
庫
本
『
太
子
伝
』

　
　
　
　
（
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
　
第
五
巻
　
宝
物
集
・
拾
遺
抄
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
徳
寺
本
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
〇
五
年
）

　
　
④
光
久
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』

　
　
　
　
　
今
様
起
源
譚
の
展
開

　
　
（
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
二
　
田
楽
・
猿
楽
』
三
一
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
几
七
四
年
）

③
専
修
寺
蔵
『
聖
法
輪
蔵
』

　
　
（
『
真
宗
史
料
集
成
　
第
四
巻
　
専
修
寺
・
諸
派
』
思
文
閣
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
几
八
二
年
）

⑥
醍
醐
寺
本
『
聖
徳
太
子
伝
記
』

　
　
（
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
　
第
二
巻
　
貢
一
名
本
（
下
）
』
勉
誠
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
五
年
）

⑦
輪
王
寺
本
『
太
子
伝
』

　
　
（
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
　
第
一
巻
　
貢
一
名
本
（
上
）
』
勉
誠
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
五
年
）

⑧
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
『
聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄
』

　
　
（
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
　
第
五
巻
　
宝
物
集
・
拾
遺
抄
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
徳
寺
本
』
勉
誠
出
版
　
　
二
〇
〇
五
年
）

⑤
四
天
王
寺
本
『
太
子
伝
』

　
　
（
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
　
第
四
巻
　
山
田
本
』
勉
誠
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
五
年
）

⑩
叡
山
文
庫
本
『
太
子
伝
』

　
　
（
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
　
第
四
巻
　
山
田
本
』
勉
誠
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
五
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
今
様
起
源
譚
の
展
開

　
　
⑥
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
本
『
聖
徳
太
子
伝
記
』

　
　
　
　
（
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
　
第
三
巻
　
仮
名
本
』
勉
誠
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
五
年
）

　
　
⑩
国
立
国
会
図
書
館
本
『
太
子
伝
記
』

　
　
　
　
（
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
　
第
三
巻
　
仮
名
本
』
勉
誠
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
五
年
）

　
な
お
、
太
子
伝
と
は
別
に
、
『
口
伝
集
』
巻
一
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思

わ
れ
る
他
の
今
様
起
源
譚
に
『
部
曲
相
承
次
第
』
と
『
今
様
の
濫
筋
』
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
本
文
を
併
せ
て
掲
げ
て
お
く
。

　
　
今
様
濫
腸
事
　
今
様
者
昔
敏
達
天
皇
御
宇
。
土
師
連
八
島
歌
始
之
。
着
赤

　
　
衣
人
夜
々
付
歌
之
。
其
声
太
絶
妙
也
。
乃
暁
天
至
難
波
浦
。
化
不
見
。
天

　
　
皇
奇
之
。
被
尋
申
聖
徳
太
子
之
處
。
是
螢
惑
星
也
云
々
。
時
人
学
而
翫
之
。

　
　
其
後
廃
。
而
山
蔭
中
納
言
再
興
歌
之
。
俳
号
今
様
。
或
号
新
様
也
。
其
後

　
　
又
天
暦
聖
主
第
十
姫
宮
言
万
宮
姫
）
為
東
国
青
墓
宿
長
者
。
今
様
堪
能
也
。

　
　
天
下
今
様
皆
彼
余
流
也
。
彼
時
中
卿
済
政
等
皆
翫
之
。
（
『
邪
曲
相
承
次

　
　
胆
』

　
　
今
様
の
濫
筋
。
敏
達
天
皇
御
宇
、
難
波
の
宿
館
土
師
連
八
島
歌
始
。
音
曲

　
　
微
妙
。
于
時
夜
二
人
き
た
り
て
歌
を
あ
は
せ
て
き
を
ひ
う
た
ふ
。
常
人
の

　
　
音
声
に
に
ず
。
八
島
こ
れ
を
あ
や
し
み
て
お
ひ
た
づ
ぬ
る
に
、
赤
包
（
袖

　
　
カ
・
植
木
注
）
衣
き
た
る
者
住
吉
の
浜
に
い
た
る
。
天
あ
く
れ
ば
海
に
入
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

上
宮
太
子
天
皇
奏
曰
、
か
れ
は
螢
惑
星
也
。
天
皇
お
ほ
き
に
お
ど
ろ
き
て

こ
れ
を
と
は
ば
、
そ
れ
い
か
な
る
事
ぞ
や
。
太
子
奏
曰
、
天
に
五
星
あ
り
、

五
方
を
つ
か
さ
ど
る
、
そ
の
な
か
に
螢
惑
星
は
南
方
を
つ
か
さ
ど
る
、
そ

の
色
あ
か
し
、
火
な
り
、
こ
の
星
人
に
化
し
て
よ
く
謡
歌
を
つ
く
り
て
童

子
の
中
に
ま
じ
は
り
て
、
未
然
の
こ
と
を
と
な
ふ
〈
委
事
は
見
上
宮
太
子

伝
記
欺
〉
其
後
、
中
絶
し
た
る
を
、
み
や
こ
に
流
布
す
る
事
は
、
寛
平
八

年
に
山
蔭
中
柏
言
歌
ひ
ろ
む
る
な
る
。
こ
れ
よ
り
今
様
と
な
づ
く
。
本
名

謡
歌
也
。
此
事
は
委
渕
源
書
管
絃
目
録
に
み
え
た
り
。
而
宿
に
今
様
は
じ

ま
る
事
、
相
模
国
こ
い
そ
の
翁
の
な
が
れ
を
も
ち
て
秘
蔵
こ
と
に
す
る
な

り

足
柄
十
首
万
寿
三
年
に
宮
姫
小
三
に
伝
之
。
（
『
今
様
の
濫
鮑
』
）

［
土
師
連
八
嶋
と
今
様
の
関
わ
り
］

　
土
師
連
八
嶋
が
歌
謡
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
伝
暦
』
に
「
唱
歌
絶
世
」

と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
り
、
中
世
聖
徳
太
子
伝
に
お
い
て
は
さ
ら
に
踏
み

込
ん
だ
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
⑨
⑩
は
、
八
嶋
を
「
歌
人
」
と
す

る
の
で
、
歌
謡
の
歌
い
手
と
す
る
伝
承
と
は
や
や
距
離
が
あ
る
。
⑨
⑩
を
除
く

と
、
①
は
「
常
二
好
ム
詠
ヒ
歌
ヲ
」
、
⑧
は
「
好
テ
詠
瀕
ヲ
」
と
し
て
、
歌
の

種
類
に
関
す
る
言
及
は
な
い
が
、
そ
の
他
の
諸
本
は
す
べ
て
、
土
師
連
八
嶋
を
、

我
朝
で
は
じ
め
て
今
様
を
歌
い
出
し
た
人
物
と
規
定
し
て
お
り
、
見
る
も
の
聞

く
も
の
を
今
様
に
作
っ
て
歌
っ
た
と
し
て
い
る
。
な
お
、
「
今
様
」
の
表
記
に



関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
諸
本
が
「
今
様
」
と
し
、
仮
名
本
（
⑥
⑩
）
は
「
い

ま
や
う
」
と
す
る
が
、
⑥
の
み
「
今
様
」
の
他
に
「
時
勢
」
の
表
記
も
用
い
て

い
る
。

　
『
伝
暦
』
で
は
単
に
「
歌
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
今
様
に
限
定
さ
れ
て

い
く
の
は
、
後
白
河
院
が
『
口
伝
集
』
に
お
い
て
示
し
た
把
握
が
踏
襲
さ
れ
た

た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
『
部
曲
相
承
次
第
』
と
『
今
様
の
濫
腸
』
も
、
今
様
は
、
土
師
連
か

ら
は
じ
ま
る
と
す
る
も
の
の
、
二
院
廃
れ
、
中
絶
し
て
、
山
蔭
中
納
言
に
よ
る

再
興
以
後
、
「
今
様
」
あ
る
い
は
「
新
様
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
す
る
。
藤
原

山
蔭
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
二
月
四
日
に
六
十

五
歳
で
没
し
て
お
り
、
『
紫
式
部
日
記
』
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
五
月
に

「
今
様
歌
」
と
し
て
初
出
の
、
今
様
の
流
行
と
は
い
ま
だ
遠
く
隔
た
っ
て
い
娠
。

『
口
伝
集
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

史
実
と
は
矛
盾
す
る
記
述
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
今
様
の
濫
腸
』
は
「
寛
平
八
年

に
山
蔭
中
納
言
歌
ひ
ろ
む
る
な
る
」
と
す
る
が
、
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
は
、

山
蔭
の
死
後
八
年
目
に
あ
た
り
・
、
そ
の
記
述
の
中
に
す
で
に
矛
盾
が
含
ま
れ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
本
書
が
、
具
体
的
な
年
号
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

史
実
ら
し
さ
を
演
出
し
た
も
の
の
飯
能
を
き
た
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
『
今
様
の
濫
腸
』
は
、
今
様
の
「
本
名
」
を
「
謡
歌
」
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
『
伝
暦
』
の
「
此
星
降
化
為
人
遊
童
子
間
。
好
作
訪
歌
。
歌
未
然
事
」

　
　
　
　
　
今
様
起
源
譚
の
展
開

の
「
謡
歌
」
を
引
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
伝
暦
』
の
「
謡
歌
」
は
歌
謡
の

種
類
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
『
今
様
の
濫
筋
』
は
、
『
伝
暦
』
を
参

照
し
た
上
で
、
「
今
様
」
と
い
う
再
興
後
の
名
と
併
せ
、
整
合
性
を
も
っ
た
説

明
を
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。

【
螢
惑
星
の
精
の
描
写
】

　
『
伝
暦
』
に
お
い
て
も
、
『
口
伝
集
』
に
お
い
て
も
、
螢
惑
星
の
精
は
そ
の
声

だ
け
が
問
題
に
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
姿
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
聖
徳
太

子
絵
伝
に
お
い
て
、
螢
惑
星
の
姿
は
、
恐
ろ
し
い
鬼
形
と
優
美
な
天
人
形
の
二

様
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
鬼
形
が
天
人
形
よ
り
や
や
多
い
と
さ
れ
飴
が
、
本

稿
で
確
認
し
た
太
子
伝
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
恐
ろ
し
い
鬼
の
姿
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。

　
①
は
火
の
如
く
色
が
赤
い
と
い
う
こ
と
だ
け
が
記
さ
れ
、
②
は
大
鬼
神
の
よ

う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
を
記
す
。
そ
の
他
の
諸
本
は
螢
惑
星
を
身
体
が
赤

く
、
二
つ
の
目
は
明
星
の
よ
う
に
光
を
放
つ
恐
ろ
し
い
鬼
と
し
て
描
く
。
そ
の

う
ち
④
⑧
は
、
時
に
は
、
手
に
黒
雲
を
つ
か
み
、
脚
は
大
海
を
踏
む
よ
う
な
、

大
山
の
ご
と
き
巨
大
な
姿
を
現
し
、
ま
た
時
に
は
蝉
の
よ
う
に
小
さ
な
姿
を
現

す
と
し
て
、
身
体
の
大
き
さ
の
変
化
を
具
体
的
に
描
写
し
て
い
る
。
⑤
⑩
は
そ

の
他
、
髪
に
言
及
し
て
夜
叉
の
如
く
で
あ
る
と
い
い
、
身
体
の
赤
さ
は
朱
砂
を

塗
っ
た
よ
う
で
、
八
嶋
と
眼
を
見
合
わ
せ
た
時
に
笑
み
を
含
む
様
子
は
こ
の
上

な
く
恐
ろ
し
い
と
、
最
も
具
体
的
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
⑥
⑦
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
　
　
今
様
起
源
譚
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

⑩
は
、
「
本
性
」
の
恐
ろ
し
い
声
を
妙
な
る
声
に
変
化
さ
せ
た
上
で
素
晴
ら
し
　
　
［
土
師
連
八
嶋
の
住
居
］

く
歌
っ
た
と
し
て
、
声
を
変
化
さ
せ
る
「
神
通
力
」
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。
　
　
『
伝
暦
』
に
お
い
て
は
、
八
嶋
の
住
居
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
を
追
わ
れ

　
螢
惑
星
の
精
を
赤
い
色
の
身
体
と
し
て
描
く
の
は
、
『
伝
暦
』
に
お
け
る
太
　
　
た
螢
惑
星
の
精
が
住
吉
の
浜
に
至
っ
て
海
に
飛
び
込
ん
だ
と
い
う
記
述
か
ら
、

子
の
発
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
陰
陽
五
行
説
の
説
明
と
対
応
し
て
い
る
。
な
お
、
　
住
吉
の
浜
の
近
く
だ
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
『
口
伝
集
』
で

『
口
伝
集
』
巻
一
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
他
書
の
今
様
起
源
譚
で
　
　
は
「
難
波
の
宿
館
」
と
し
て
お
り
、
『
今
様
の
濫
腸
』
も
同
様
で
あ
る
。
『
邪
曲

も
、
『
口
伝
集
』
が
記
さ
な
い
焚
惑
星
の
精
の
色
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
り
、
『
邪
　
　
相
承
次
第
』
で
は
、
八
嶋
の
住
居
の
記
述
は
な
く
、
螢
惑
星
の
精
が
『
難
波

曲
相
承
次
第
』
で
は
「
着
赤
衣
人
」
、
『
今
様
の
濫
腸
』
で
は
「
赤
袖
衣
き
た
る
　
　
浦
」
ま
で
逃
げ
た
こ
と
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。

者
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
今
様
起
源
譚
が
螢
惑
星
の
精
を
赤
い
衣
を
着
た
人
　
　
　
太
子
伝
に
お
け
る
、
八
嶋
の
住
所
は
、
表
記
の
違
い
を
問
題
に
せ
ず
ま
と
め

間
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
太
子
伝
の
諸
本
で
は
、
肌
の
赤
い
鬼
と
表
現
し
て
　
　
て
示
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

い
て
、
人
間
離
れ
し
た
恐
ろ
し
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
住
吉
ノ
西
浜
辺
二
閑
居
シ
テ
」
（
①
）

　
歌
の
力
を
強
調
し
た
い
『
口
伝
集
』
に
お
い
て
は
、
螢
惑
星
の
精
と
い
う
こ
　
　
　
　
「
住
吉
西
浜
洲
崎
閑
居
」
（
②
③
）

の
世
な
ら
ざ
る
も
の
が
歌
に
感
応
し
た
こ
と
を
記
せ
ば
十
分
で
あ
っ
た
。
し
か
　
　
　
　
「
難
波
浦
洲
崎
造
家
」
（
①
⑥
⑦
⑥
⑩
）

し
、
太
子
伝
に
お
い
て
は
、
『
伝
暦
』
で
披
澄
さ
れ
て
い
た
聖
徳
太
子
の
陰
陽
　
　
　
　
「
難
波
浦
海
ノ
洲
崎
造
家
」
（
⑤
）

道
の
知
識
を
よ
り
く
わ
し
く
説
明
し
、
八
嶋
が
遭
遇
し
た
事
件
と
、
聖
徳
太
子
　
　
　
　
「
閑
居
…
…
住
吉
西
浜
」
（
⑧
）

に
よ
る
謎
解
き
が
見
事
に
対
応
す
る
よ
う
に
構
成
し
て
、
太
子
の
非
凡
な
能
力
　
　
　
　
「
難
波
方
和
歌
之
浦
」
（
⑤
⑩
）

を
強
調
し
た
と
言
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
太
子
伝
の
記
述
か
ら
は
、
八
嶋
は
海
辺
の
洲
崎
（
洲
が
突
き

　
さ
ら
に
は
、
『
郭
曲
相
承
次
第
』
や
『
今
様
の
濫
腸
』
の
よ
う
に
、
赤
い
衣
　
　
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
）
に
質
素
な
家
を
作
っ
て
住
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
が
与

を
着
た
「
人
」
で
は
な
く
、
「
鬼
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
乱
を
司
る
と
　
　
え
ら
れ
る
。

い
う
螢
惑
星
の
精
の
イ
メ
ー
ジ
を
鮮
烈
に
し
、
ま
た
八
嶋
の
恐
怖
感
を
増
す
こ
　
　
　
一
方
、
『
口
伝
集
』
の
い
う
「
難
波
の
宿
館
」
は
、
も
う
少
し
立
派
な
、
あ

と
で
、
太
子
の
謎
解
き
が
与
え
た
安
心
感
を
強
調
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
る
い
は
公
的
な
建
物
を
思
わ
せ
る
。
「
宿
館
」
は
、
文
字
通
り
に
は
宿
泊
す
る



や
か
た
、
宿
舎
と
い
う
こ
と
で
、
個
人
的
な
わ
び
住
ま
い
と
は
異
な
る
趣
を
持

つ
。
た
と
え
ば
、
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
は
「
大
内
人
」
や
「
物
忌
井
小
内

人
」
の
「
宿
聡
」
が
見
え
、
『
吾
妻
鏡
』
に
は
治
承
四
年
（
一
一
八
○
）
十
月

六
日
頼
朝
の
相
模
到
着
に
際
し
、
「
楚
忽
之
間
。
未
及
営
作
沙
汰
。
以
民
屋
被

定
御
宿
雛
」
と
あ
る
。
民
家
を
も
っ
て
旅
の
宿
と
し
た
旨
を
記
す
も
の
で
あ
る

が
、
頼
朝
の
宿
所
と
し
て
、
「
宿
館
」
に
は
一
定
の
公
式
な
響
き
が
感
じ
ら
れ

よ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
公
的
な
宿
館
と
し
て
、
難
波
と
結
び
つ
く
の
は
、
難
波

鴻
膝
館
で
あ
る
。
難
波
鴻
膝
館
は
外
国
の
使
節
を
接
待
す
る
た
め
に
置
か
れ
た

役
所
で
、
来
朝
し
た
三
韓
の
使
人
を
宿
泊
さ
せ
加
。
土
師
氏
は
渡
来
系
の
氏
族

で
あ
り
・
、
外
交
を
職
掌
の
Ｉ
つ
と
し
た
た
め
、
鴻
腫
館
に
出
入
り
す
る
こ
と
も

不
自
然
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
な
ぜ
『
口
伝
集
』
は
、
『
伝
暦
』
に
は
な
い
土
師
連
の
住
居
を

「
難
波
宿
館
」
と
し
、
そ
し
て
後
世
の
太
子
伝
は
そ
れ
を
踏
襲
せ
ず
に
海
辺
の

質
素
な
閑
居
を
設
定
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
『
伝
暦
』
お
よ
び
太
子
伝
は
、
聖
徳

太
子
の
素
晴
ら
し
さ
を
強
調
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
て
、
土
師
連
八
嶋
そ
の

人
に
つ
い
て
、
さ
ほ
ど
詳
し
い
情
報
を
伝
え
る
必
要
が
そ
も
そ
も
な
か
っ
た
、

と
も
言
え
る
。
し
か
し
『
口
伝
集
』
に
お
い
て
は
、
土
師
連
は
今
様
の
祖
と
規

定
さ
れ
る
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
以
前
、
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
土
師
氏
は

喪
葬
儀
礼
に
深
く
携
わ
り
、
葬
歌
の
起
源
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

　
　
　
　
　
今
様
起
源
譚
の
展
開

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
楯
伏
舞
を
奉
仕
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
、
芸
能
・
歌
謡

と
の
関
わ
り
の
深
い
氏
族
で
あ
っ
加
。
そ
う
し
た
氏
族
か
ら
、
歌
の
名
手
が
出

る
こ
と
は
故
無
し
と
し
な
い
が
、
さ
ら
に
土
師
連
そ
の
人
が
、
あ
る
公
的
な
場

所
に
宿
泊
し
て
い
た
ー
先
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
外
交
の
職
掌
を
も
っ

て
鴻
腫
館
に
出
入
り
し
て
い
た
ー
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
師
連
の
置
か
れ

た
立
場
を
重
い
も
の
と
し
、
今
様
の
祖
と
し
て
の
権
威
を
持
だ
せ
よ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
土
師
連
八
嶋
と
螢
惑
星
の
精
の
歌
の
や
り
と
り
】

　
『
伝
暦
』
に
お
い
て
も
、
『
口
伝
集
』
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
『
邪
曲
相
承
次

第
』
や
『
今
様
の
濫
腸
』
に
お
い
て
も
、
土
師
連
八
嶋
と
螢
惑
星
の
精
と
が
歌

っ
た
歌
の
詞
章
は
記
さ
れ
な
い
が
、
太
子
伝
に
お
い
て
は
、
両
者
の
や
り
と
り

し
た
歌
が
具
体
的
に
記
さ
れ
る
。
以
下
に
諸
本
に
載
せ
る
歌
を
掲
げ
た
。
諸
本

の
番
号
の
後
に
「
　
　
　
　
」
で
掲
げ
た
の
は
、
各
本
が
そ
の
歌
を
ど
の
よ
う

に
規
定
し
て
い
る
か
を
示
す
部
分
で
あ
る
。
ま
た
歌
の
表
記
は
諸
本
に
よ
っ
て
、

万
葉
仮
名
、
平
仮
名
、
片
仮
名
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
意
味
の
と
り
や
す
い
よ

う
、
私
に
適
宜
漢
字
を
当
て
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
表
記
と
し
た
。

①
「
詠
云
」

Ｔ
Ａ
わ
が
宿
の
莞
に
語
る
声
は
た
そ
確
か
に
名
告
れ
四
方
の
草
ど
も

　
Ｂ
天
の
原
南
に
住
め
る
夏
火
星
ぞ
い
づ
れ
の
草
ぞ
豊
聡
に
問

Ｈ
Ａ
昼
鳴
か
ぬ
蝉
の
夜
鳴
き
は
何
な
ら
ん
鳴
く
由
あ
ら
ば
木
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一

に　へ
も
鳴
け



　
　
　
　
　
今
様
起
源
譚
の
展
開

　
Ｂ
昼
鳴
く
は
木
末
隠
れ
の
蝉
な
れ
や
い
と
だ
え
や
ら
ず
夜
々
ぞ
鳴
く

　
（
別
伝
∵
田
あ
る
や
な
し
や
鳴
く
こ
の
蝉
の
声
鷲
の
御
山
の
君
ぞ
知
る
ら
ん
）

②
「
今
様
作
詠
」

Ｉ
Ａ
わ
が
宿
の
蔓
に
語
る
（
或
説
に
「
つ
く
る
」
、
或
説
に
「
名
乗
る
ビ
声
は

　
た
ぞ
確
か
に
名
告
れ
四
方
の
草
ど
も
（
①
Ｉ
Ａ
に
同
じ
）

　
Ｂ
天
の
原
南
に
住
め
る
（
一
説
に
「
廻
る
ビ
夏
火
星
ぞ

　
聡
に
問
へ
（
①
Ｔ
Ｂ
に
同
じ
）

③
「
今
様
作
詠
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

⑤
な
し

⑥
「
時
勢
二
詠
テ
」

Ｉ
Ａ
わ
が
宿
の
莞
に
語
る
声
は
た
そ
確
か
に
名
告
れ
四
方
の
草
ど
も
（
①
Ｉ
Ａ

　
に
同
じ
）

　
Ｂ
天
の
原
南
に
住
め
る
夏
火
星
ぞ
豊
聡
に
問
へ
四
方
の
草
ど
も

い
づ
れ
の
草
ぞ
豊
　
⑦
「
今
様
詠
」

Ｉ
Ａ
わ
が
宿
の
蔓
に
語
る
（
或
説
に
「
作
る
」
、
或
説
に
「
名
乗
る
士
声
は
た

　
そ
確
か
に
名
告
れ
四
方
の
草
ど
も
（
①
Ｉ
Ａ
に
同
じ
）

　
Ｂ
天
の
原
南
に
住
め
る
（
一
説
に
「
廻
る
ビ
夏
火
星
ぞ

　
聡
に
問
へ
（
①
Ｔ
Ｂ
に
同
じ
）

④
「
歌
詠
云
」

Ｔ
Ａ
わ
が
宿
の
莞
に
語
る
声
は
た
そ
確
か
に
名
告
れ
四
方
の
草
ど
も
（
①
Ｔ
Ａ

　
に
同
じ
）

　
Ｂ
天
の
原
南
に
住
め
る
夏
火
星
ぞ
豊
聡
に
問
へ
四
方
の
草
ど
も
か
な

⑧
「
詠
云
」
「
歌
云
」

い
づ
れ
の
草
ぞ
豊
　
　
Ｉ
Ａ
わ
が
宿
の
莞
に
語
る
声
は
た
そ
確
か
に
名
告
れ
四
方
の
草
ど
も
（
①
Ｉ
Ａ

Ｉ
Ａ
わ
が
宿
の
蔓
に
語
る
声
は
た
そ
確
か
に
名
告
れ
四
方
の
草
ど
も
（
①
Ｉ
Ａ

　
に
同
じ
）

　
Ｂ
天
の
原
南
に
住
め
る
あ
か
星
ぞ
豊
聡
に
問
へ
四
方
の
草
ど
も

Ｈ
Ａ
昼
鳴
か
ぬ
蝉
の
夜
鴫
く
何
や
ら
ん
鳴
く
由
あ
ら
ば
木
末
に
も
鳴
け

　
Ｂ
由
あ
り
や
な
き
や
鳴
く
音
の
蝉
の
声
鷲
の
御
山
の
君
ぞ
知
る
ら
ん

1
1
1
A
昼
鳴
く
は
木
末
隠
れ
の
蝉
な
れ
や
い
と
だ
え
や
ら
ず
夜
な
夜
な
ぞ
鳴
く

　
Ｂ
昼
鳴
く
は
木
末
隠
れ
の
蝉
の
声
夜
々
嶋
ぐ
は
万
世
の
こ
と

　
に
同
じ
）

　
Ｂ
天
の
原
南
に
住
め
る
夏
火
星
ぞ
い
づ
れ
の
草
ぞ
と
豊
き
み
に
問
へ

Ｈ
Ａ
昼
鳴
く
蝉
の
夜
鳴
き
す
る
何
事
を
鳴
く
や
ら
む
鳴
け
鳴
け
鳴
け
来
ん
末
も

　
鳴
け

　
（
別
伝
‥
昼
鳴
か
ぬ
蝉
の
夜
鳴
き
は
何
や
ら
む
鳴
く
由
あ
ら
ば
来
ん
末
も
鳴

　
け
）

　
Ｂ
由
あ
り
や
な
き
や
鳴
く
音
の
蝉
の
声
鷲
の
御
山
の
君
ぞ
知
る
べ
し

　
（
別
伝
・
昼
鳴
く
は
木
末
隠
れ
の
蝉
な
れ
や
い
と
だ
え
や
ら
ず
夜
々
ぞ
鳴
く
）

　
（
別
伝
・
昼
鳴
く
は
木
末
隠
れ
の
蝉
の
声
夜
々
鳴
ぐ
は
万
世
の
こ
と
）
（
④
Ⅲ



　
Ｂ
に
同
じ
）

⑤
「
歌
以
テ
問
テ
云
ク
」

Ｉ
Ａ
わ
が
宿
の
蔓
に
告
ぐ
る
声
は
た
そ
確
か
に
名
告
れ
四
方
の
草
ど
も

　
Ｂ
天
の
原
南
に
住
め
る
夏
火
星
ぞ
い
づ
れ
の
草
と
も
豊
聡
に
問
へ

Ｈ
Ａ
昼
鳴
く
蝉
の
夜
鳴
き
す
る
何
事
を
鳴
く
鳴
く
鳴
く
や
来
ん
末
も
鳴
け

⑩
「
歌
ヲ
詠
ス
レ
（
」

Ｔ
Ａ
わ
が
宿
の
莞
に
告
ぐ
る
声
は
た
そ
確
か
に
名
告
れ
四
方
の
草
ど
も
（
⑤
Ｔ

　
Ａ
に
同
じ
）

　
Ｂ
天
の
原
南
に
住
め
る
夏
火
星
ぞ
い
づ
れ
の
草
ぞ
と
豊
聡
に
問
へ

Ｈ
Ａ
昼
鳴
く
蝉
の
夜
鳴
き
す
る
何
事
を
鳴
く
や
ら
む
鳴
け
鳴
け
鳴
け
来
ん
末
も

　
鳴
け
（
⑧
Ｈ
Ａ
に
同
じ
）

⑥
「
今
様
に
う
た
ひ
…
…
そ
の
曲
に
曰
く
」

Ｔ
⊥
Ａ
わ
が
宿
の
莞
に
つ
く
る
声
は
た
そ
確
か
に
名
告
れ
四
方
の
草
ど
も

　
Ｂ
天
の
原
南
に
め
ぐ
る
夏
見
星
豊
聡
に
問
へ
四
方
の
草
ど
も

⑩
「
一
曲
を
ぞ
う
た
ひ
け
る
そ
の
歌
に
曰
く
」

Ｉ
Ａ
わ
が
宿
の
莞
に
つ
く
る
声
は
た
そ
確
か
に
名
告
れ
四
方
の
草
ど
も
（
⑥
Ｉ

　
Ａ
に
同
じ
）

　
Ｂ
天
の
原
南
に
め
ぐ
る
夏
見
星
豊
聡
に
問
へ
四
方
の
草
ど
も
（
⑥
Ｔ
Ｂ
に
同

　
じ
）

　
土
師
連
八
嶋
と
螢
惑
星
の
精
と
の
や
り
と
り
は
ほ
ぽ
短
歌
体
か
ら
な
る
。
こ

　
　
　
　
　
今
様
起
源
譚
の
展
開

の
歌
に
つ
い
て
、
①
①
⑧
⑨
⑩
⑩
は
単
に
「
詠
ず
る
」
、
「
歌
ふ
」
と
表
現
す
る

が
、
②
③
⑥
⑦
⑥
は
「
今
様
（
時
勢
）
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
歌
の
記
述
を
持
だ
な
い
③
を
除
く
す
べ
て
の
諸
本
に
含
ま
れ
る
や

り
と
り
（
Ｉ
Ａ
Ｂ
）
は
、
八
嶋
が
屋
根
の
上
で
歌
う
者
に
対
し
て
そ
の
素
性
を

聞
い
た
（
Ａ
）
の
に
対
し
、
螢
惑
星
の
精
は
自
ら
の
正
体
を
明
か
し
た
上
で
、

さ
ら
に
「
豊
聡
」
に
尋
ね
る
よ
う
に
（
Ｂ
）
と
言
う
。
豊
聡
は
聖
徳
太
子
の
異

称
の
Ｉ
つ
か
ら
来
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
『
日
本
書
紀
』
用
明
天
皇
元
年
正
月

条
に
「
豊
耳
聡
聖
徳
」
「
豊
聡
耳
法
大
王
」
と
見
え
、
推
古
天
皇
元
年
四
月
条

に
「
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
太
子
」
と
見
え
仙
。
「
豊
」
は
美
称
で
あ
り
、
「
聡
耳
」

は
聡
明
さ
を
讃
え
る
称
号
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
名
前
の
連
想
か
ら
太
子
は

一
度
に
十
人
の
訴
え
を
聞
き
分
け
て
理
解
し
た
と
い
う
説
話
も
生
ま
れ
た

（
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
元
年
四
月
条
）
。
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
逸
話
に

お
い
て
は
、
聡
明
な
太
子
こ
そ
が
螢
惑
星
の
精
の
正
体
を
知
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
螢
惑
星
の
精
白
身
が
は
の
め
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
逸
話
の
背
後

に
は
八
嶋
と
螢
惑
星
の
精
と
が
美
声
を
競
っ
て
歌
を
歌
っ
て
い
る
状
況
と
、
太

子
の
「
耳
の
よ
さ
」
と
い
う
連
想
が
、
遠
く
響
き
合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　
Ｈ
ｍ
の
や
り
と
り
は
、
屋
根
の
上
で
歌
う
者
を
夜
鳴
く
蝉
に
た
と
え
た
も
の

で
、
な
ぜ
嶋
く
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
あ
ま
り
明
確
な
答
え
は
示
さ
れ

な
い
。
た
だ
し
、
①
④
⑧
に
見
え
る
「
鷲
の
御
山
の
君
」
は
、
④
⑧
の
太
子
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
　
今
様
起
源
譚
の
展
開

の
本
文
が
解
説
す
る
よ
う
に
、
聖
徳
太
子
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
場
合
、

「
豊
聡
」
に
尋
ね
る
よ
う
に
と
い
う
Ｔ
Ｂ
と
趣
旨
が
重
な
っ
て
い
る
。
「
鷲
の
御

山
」
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
の
霊
鷲
山
は
、
釈
迦
説
法
の
地
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
聖

徳
太
子
が
釈
迦
に
重
ね
合
わ
さ
れ
、
ま
す
ま
す
そ
の
権
威
を
増
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
な
お
、
⑤
⑩
に
お
い
て
は
、
Ｈ
Ａ
「
昼
鳴
く
蝉
の
夜
鳴
き
す
る
何
事

を
鳴
く
（
や
ら
む
）
…
…
」
に
つ
い
て
、
太
子
が
三
十
五
歳
の
時
、
勝
鬘
経
を

三
日
三
夜
説
い
た
こ
と
と
対
応
さ
せ
て
「
鳴
く
」
を
三
回
繰
り
返
し
た
と
し
、

四
十
六
歳
で
重
ね
て
勝
鬘
経
を
説
い
た
こ
と
が
「
来
ん
末
も
鳴
け
」
に
対
応
す

る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
聖
徳
太
子
が
、
鬼
神
の
正
体
を
螢
惑
星

の
精
と
見
抜
い
た
こ
と
よ
り
も
、
螢
惑
星
の
精
の
予
言
の
広
が
り
の
方
に
、
重

点
が
移
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
口
伝
集
』
は
、
螢
惑
星
の
精
の
姿
を
く
わ
し

く
書
く
こ
と
は
せ
ず
、
土
師
連
に
つ
い
て
は
、
難
波
の
宿
館
に
い
る
と
し
て
、

あ
る
権
威
付
け
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
今
様
の
起
源
に
関
わ
る

土
師
連
に
重
点
を
置
き
、
螢
惑
星
の
精
に
は
ソ
王
と
し
て
美
声
に
感
応
す
る
超

越
的
存
在
と
い
う
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
太
子
伝
に

お
い
て
は
、
土
師
連
八
嶋
は
事
件
に
遭
遇
し
た
人
物
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
む
し

ろ
螢
惑
星
の
精
の
方
に
描
写
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
後
の
聖
徳
太
子
の
説

明
と
符
合
す
る
要
素
（
赤
い
色
）
を
強
調
し
、
聖
徳
太
子
こ
そ
が
自
分
の
正
体

を
見
破
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
歌
の
中
で
知
ら
せ
て
も
い
る
。
さ
ら
に
は
、
将
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

の
太
子
の
事
跡
を
予
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
子
の
偉
大
さ
を
前
面
に
押
し

出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
歌
謡
の
力
を
強
調
す
る
か
、
太
子
の
才
能
を
強
調
す
る
か
に
よ
っ
て
、
逸
話

に
登
場
す
る
人
物
の
描
き
方
が
異
な
る
の
は
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

『
口
伝
集
』
の
伝
承
を
取
り
込
ん
で
、
土
師
連
八
嶋
を
今
様
の
祖
と
す
る
太
子

伝
諸
本
も
、
最
終
的
に
は
、
太
子
の
偉
大
さ
に
叙
述
を
集
約
し
て
い
る
こ
と
が

改
め
て
確
認
で
き
よ
う
。

注①
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
神
楽
歌
　
催
馬
楽
　
梁
塵
秘
抄
　
閑
吟
集
』
（
小
学

　
館
　
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
。

②
　
『
続
群
書
類
従
　
第
八
輯
上
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
　
▽
几
八
三
年
〈
訂
正
三

　
版
づ
に
よ
る
。

③
　
『
続
群
書
類
従
　
第
十
九
輯
上
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
　
▽
几
八
四
年
〈
訂
正
三

　
版
づ
に
よ
る
。

①
　
馬
場
光
子
『
今
様
の
心
と
こ
と
ば
』
言
一
弥
井
書
店
　
▽
几
八
七
年
）
所
収
の
写

　
真
版
に
よ
り
、
私
に
句
読
点
、
濁
点
を
付
し
た
。

⑤
　
山
蔭
に
つ
い
て
は
、
菅
野
扶
美
「
山
蔭
中
納
言
ノ
ー
ト
」
（
『
梁
塵
　
研
究
と
資

　
料
』
第
一
号
　
一
九
八
三
年
一
二
月
）
に
く
わ
し
い
。

⑥
　
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
聖
徳
太
子
絵
伝
』
（
東
京
美
術
　
▽
几
六
九
年
）
。
解
説
は

　
菊
竹
淳
一
・
上
田
英
次
。

⑦
　
『
群
書
類
従
　
第
一
輯
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
　
▽
几
五
九
年
〈
訂
正
三
版
づ

　
に
よ
る
。

⑧
　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
吾
妻
鏡
前
篇
』
（
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
四
年
〈
新
装



　
版
づ
に
よ
る
。

⑤
　
瀧
川
政
次
郎
「
む
ろ
づ
み
考
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
第
五
八
巻
第
二
号
　
一
九
五
七

　
年
六
月
）
、
同
「
難
波
館
址
考
」
（
『
大
和
文
華
』
第
二
三
号
　
▽
几
五
七
年
六
月
）
。

⑩
　
植
木
朝
子
「
今
様
起
源
譚
考
」
（
『
文
学
』
季
刊
第
八
巻
第
四
号
　
▽
几
九
七
年
一

　
〇
月
）
、
「
土
師
氏
と
芸
能
－
今
様
起
源
譚
か
ら
能
「
道
明
寺
」
ヘ
ー
」
（
『
日
本
歌
謡

　
研
究
』
第
三
七
号
　
▽
几
九
七
年
コ
ー
月
）
。

⑥
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
　
②
』
（
小
学
館
　
▽
几
九
六
年
）
に
よ

　
る
。

〔
付
記
〕
　
本
研
究
は
、
科
研
費
〔
課
題
番
号
・
2
0
5
2
0
1
8
8
〕
の
助
成
を
受
け

　
　
　
た
も
の
で
あ
る
。

今
様
起
源
譚
の
展
開

四
五




